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（昭和33年 9 月I0日第 3 種郵便物認可〕 

広にhかわ 
世帯数13 .682 

（昭和50年11月 1日現在）住民基本台帳から 
男25.036入
女26.765人 

市 の 人 口 

51.801 人 

③
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一
 

序科 ー
、
  

Q
 
 

』

L
  

一
記
 

種
／4
牛
“ま
＆
 

路
線
に
加
え
て
漸
次
協
力
路
線

の
解
消
を
は
か
り
た
い
旨
答
弁

し
た
。
 

4
県
単
事
業
に
係
る
市
町
村

負
担
金
の
全
廃
に

つ
い
て
、
 

こ
れ
に
関
連
し
で
現
行
の
舗

装
工
事
三
O
％
、
側
溝
L
事
．
 

〇
％
の
負
担
金
の
軽
減
を
要
望
 

L
た
“
黒
石
市
の
提
案
事
項
も

あ
り
、
追
っ
て
、
県
市
長
会
で

意
見
調
整
を
し
て
さ
L
r・に
知
事

に
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
ン
 

5
幼
誰
園
、
就
園
奨
励
費
の

県
費
助
成
に

つ
い
て
、
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
．
国
が
二
．
 

分
の
ー
を
、
市
が
三
分
の
二
を

負
担
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
市

が
三
分
の
ー
を
、
県
が
三
分
の
 

．
、
助
成
を
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
要
望
し
た
が
、
平
川
教
育
長

よ
り
そ
の
よ
う
に
努
力
す
る
こ

と
の
言
明
を
得
た
（
】ま
た
雪
の

総
合
研
究
所
の
設
鍵
に
つ
い
て

は
す
で
に
県
議
会
に
お
い
て
請

願
採
択
の
経
締
も
あ
り
、
県
が

別
に
文
書
回
答
を
出
す
ニ
と
に

な
っ
た
。
 

な
お
，
県
連
合
青
年
団
が
建

設
を
予
定
し
て
い
る
県
青
年
会

館
に
つ
い
で
、
北
村
、
乗
富
両

副
知
事
と
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
 

ー
問
題
等
に

つ
い
て
は
、
県
保

健
部
，
河
川
課
、
管
理
課
、
水

産
部
、
企
画
調
整
課
と
そ
れ
ぞ

れ
打
ち
合
わ
せ
、
夜
雨
に
光
る

県
都
を
去
る
。
 

1
 

十

一
月
二
十
 

一
日
〔
金
）
曇
 

後
雨
 

朝
、
二
五
日
 

予
定
の
秋
田
鉄
 

道
管
理
局
へ
の

陳
情
に
つ
い
て
 

議
会
事
務
局
長
、
都
市
計
画
課

長
、
村
上
会
頭
事
務
所
に
そ
れ

ぞ
れ
連
絡
の
う
え
青
森
へ
向
け

出
発
、
県
庁
で
は
明
革
度
予
定

の
親
子
住
宅
建
設
に

つ
い
て
県

住
宅
新
築
課
と
打
ち
合
わ
せ
て

後
．
〇
時
か
ら
自
治
会
館
ホ
ー
 

ル
で
、
県
、
市
町
村
長
会
議
に

出
席
、
五
所
川
原
市
か
ら
提
出

さ
れ
で
い
た
提
案
事
項
に
つ
い

て
は
、
 

ー
 
森
県
市
町
村
振
興
基
金

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
知
事
の

答
弁
に
よ
っ
て
五
。
年
度
の
．
 

三
億
四
千
万
円
（
う
ち
国
体
関

係
九
億
四
千
六
百
万
円
）
の
枠

拡
大
に
つ
い
で
確
約
を
得
た
。
 

2
在
宅
重
庭
心
身
障
害
者
医

療
費
無
料
化
制
度
を
国
の
制
度
 

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
・
〕
 

た
が
、
知
事
も
 
コル
来
、
国
の

制
度
と
し
て
実
施
す
ぺ
き
も
の
 

」
 
と
し
て
その
実
現
に
努
力
を

約
ー
〕た
。
 

3
県
道
路
線
に
係
る
除
雪
協

力
路
線
の
廃
止
に
つ
い
プ
、知
事

は
県
全
体
と
し
て
ー
ヒ
O
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
協
力
路
線
を
残
し

て
お
り
、
こ
れ
を
年
問
四
。
ー
 

五
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
づ
つ
除
雪
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8 国 庫 支 出 金 

9 県 支 出 金

旧財 産 収 入 

Ii寄 附 金

に繰 越 金 

13 諸 	収 	入 

14 市 	 債 
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歳 入 

収入済額 

（執行率） 

949,294 
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般会計決算 昭和49年度 
（単位 1- り」 

4.374.240 

4.168,343 

205,897 

180,218 

25.679 

歳
歳
 

歳 入 総 額 

歳 出 総 額 

歳人歳出差引額 

翌年度へ繰り越
すべき財源 

みなさんに公表しております 
お知らせするも｛乃であ＋J、みなさんから負担していただいたお 
に対するご理解とご協カをお願いします。 

実 質収支額 

出 
費 1議 会 費 

歳 
川
、
・
 

歳
 つ

」
 

」」1
4
 

3 民 
入 

（単泣干円l 

収入済額 予算額の 

構成比 

	

786.764 
	

17.7 

	

27.589 
	

0.6 

	

27.174 
	

0.6 

	

1,442,961 
	

32.4 

	

4,648 
	

0. 1 

	

172, 573 
	

屯3 

	

53,533 
	

1.2 

	

875,338 
	

20.0 

	

242, 791 
	

5.5 

	

56.555 
	

1.7 

	

0 
	

0 

	

25.839 
	

0.6 

	

99. 175 
	

'1.7 

	

559,300 
	

12.6 
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[.053,004 
1.049,188 

23.7% 

78.001 
77,573 
1.8% 

予算額 

787,907 

27 .589 

27,174 

1,442,961 

4 ,64 8 

190.377 

54.292 

nfl, -I-?o51 ,.1 I 

242 .,843 

75,088 

1 

2 5.839 

119.948 

561,? 00 

6 農林水産業費 

2 地 方 譲 与 税 

3 自動車取得税交付金 

4 地 方 交 付 税 

’ 交通安全対策

特別交付金 

G 分担金及び負担金 

7 使用料及び手数料 

留 
6,bbI、 
ら,'" 
l)1’二 

防 費 

100,0 4,451.464 	4.374.240 計
 i 

べ＼ノて、太、 
89.8 14 

ン1 	71.369 
2.0% 

ノ鳳 
☆ 	236.651 
ぐ、 	5'4% 

昭和49年度特別会計決算 

I2公 潰 費 

210,488 
203,013 
4.7% 

（単位千円） 

歳 出 

支畠済額 

（執行率） 

942,904 

(99.6) 

0 

(0) 
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・
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〇 予 算 額 

☆ 支 出 済 額 

◇ 予算の構成比 

予算額 

国民健康保険 946,799 

事業勘定 

公 共 用 地 200,000 

取得事業 

市 立 高 等 27,860 

看護学院 

146,6刀 
116.542 
3,3% 

（ソ
☆
◇
 

27,441 

(98.5) 
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お
早
く
 

に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
 

要
と
す
る
方
 

②
、
手
帳
を
所
持
し
て
い
な

い
方
で
あ
っ
て
も
、
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
方
 

三
、
適
用
除
外
者
 

m
、
障
害
年
金
（
障
害
福
祉

年
金
を
除
く
）
そ
の
他
公

的
な
廃
疾
の
た
め
の
年
金

受
給
者
 

②
、
社
会
福
祉
施
設
に
収
容

さ
れ
て
い
る
者
 

さ
る
十
一
月
七
日
相
互
銀

行
二
階
に
お
い
て
、
県
民
市

民
運
動
推
進
員
一
二
八
名
の

辞
令
交
付
式
並
び
に
第

一
回

の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

席
上
野
呂
甚
助
氏
が
会
長
に

選
任
さ
れ
副
会
長
は
各
部
会

長
が
兼
任
、
次
の
様
に
決
定
。
 

⑨
親
切
で
明
る
い
郷
土
を
つ
 

く
ろ
う
。
 

部
会
長
 
気
田
勝
治
氏
 

魅 

副
会
長
 
高
橋
一
二
郎
氏

⑥
美
し
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

部
会
長
 
小
坂
源
逸
氏
 

副
会
長
 
福
士
幸
一
氏

⑥
み
ん
な
で
楽
し
く
ス
ポ

ー
 

ツ
に
参
加
し
よ
う
 

部
会
長
 
神
 
幸
一
氏
 

副
会
長
 
工
藤
鉄
夫
氏
 

市
民
運
動
は
国
体
が
終
っ

て
か
ら
も
生
き
続
け
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
一
人
一
人
が
禎
極

的
に
参
加
協
力
し
て
育
て
た

い
と
思
う
。
 

市民運動推 

進員決まる 
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．
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懇
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1
・
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篇
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一
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・
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綴
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鴇
J
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線
綴
綴
綴
綴
線
線

織
膨
絃
鰐
線
鯉
線

線
鴛
綴
綴
線
線
線

織
線
鰐
鰐
線
線
線

綴
露
線
綴
線
綴
鴛
 

讐
i
l
メ
縄
マ
ー
い
憲

知
綴
綴
～
M二
織
 
綴
綴
 

一
鷺
鷺
 

織
 

昭
和
五
十
年
度
の
、
 「市
文
化
奨
励
賞
」
に
次
の
団
体
、
 

個
人
が
決
ま
り
、
十
一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
市
民
文
化

会
館
で
受
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
受
賞
者
を

紹
介
し
ま
す
。
 

◇
飯
詰
中
学
校
（
新
岡
育
代

ほ
か
二
人
）
 
第
六
回
 

第
六
回
県
珠
算
競
技
大
会
団

体
優
勝
 

◇

一
戸
か
お
る

（
南小
六
年
 

）
第
四
十
三
回
東
奥
児
童
美
術

展
図
画
特
選
 

◇
中
谷
智
津
子
（
飯
詰
中
一
一

年
）
 
第
六
回
県
珠
算
競
技
大

会
読
上
暗
算
個
人
優
勝
 

◇
新
岡
育
代
（
飯
詰
中
「
軍
 

）
 
第
二
十
六
回
同
応
用
計
算

個
人
優
勝
 

◇
寺
田
沙
舟

（田
町
）
 
第
 
 

十
六
回
県
美
術
展
書
道
奨
励
賞
 

◇
藤
田
紫
陽
（
上
平
井
町
）
 

右
同
 

◇
佐
藤
豊
仙

（
目
ノ
出
町
）
 

同
 

◇
山
上
雲
城
（
布
屋
町
）
 

同
 

◇
工
藤
和
豊

（
鳥
森
）
 
東

北
囲
碁
選
手
権
大
会
先
鋒
戦
優

勝
 ◇

石
川
紘
（
寺
町
）
 
R
A
 

B
杯
争
奪
囲
碁
選
手
備
大
会
優

勝
 ◇

五
所
川
原
合
唱
団
（
笹
昭

夫
ほ
か
五
ト
人
」
 
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
出
場
 

◇
藤
森
く
に
（
川
山
）
 
第

十
五
回
県
下
短
歌
大
会
優
勝
 

◇
番
場
允
映
（
岩
木
町
）
 

五
十
年
新
年
文
芸
短
歌
年
頭
 

詠
天
位
 

飛
島

氏
5
0
万
円
 

を
寄
贈
 

五
所
川
原
市
串
身
で
、
福
島

市
霞
町
在
住
の
飛
島
定
城
氏
は
、
 

市
文
化
褒
賞
受
賞
を
記
念
し
こ

の
ほ
ど
財
団
法
人
「
市
教
育
振

興
会
」
 
に現
金
五
十
万
円
を
贈

り
ま
し
た
。
 

福
祉
手
当
請
求
書

の
 

提
出
を
 

ト
月
一
日
か
ら
国
の
制
度
レ

し
て
、
在
宅
重
度
障
害
者
（
児
 

）
の
方
々
に
 
「福
祉
手
当
支
給

制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
、
制
度
の
目
的
 

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る

方
々
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
 

ニ
、
支
給
対
象
範
囲
 

m
、
身
体
障
害
の
一
、
二
級
、
 

愛
護
手
帳
A
の
手
帳
所
持

者
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
 
 

B
、
所
得
制
限
該
当
者
 

四
、
支
給
額
及
び
支
給
時
期
 

支
給
額
ー
月
額
四
、
〇
〇
〇

円
（
一
人
）
支
給
時
期
ー
毎
年

一
月
、
五
月
、
九
月
に
前
月
、
 

分
ま
で
の
四
ケ
月
分
を
ま
と
め

て
支
給
 

こ
の
制
度
の
対
象
者
が
あ
り

ま
し
た
ら
至
急
、
障
害
手
帳
等
 

（持
っ
て
い
な
い
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）
及
び
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
ご
来
所
く
だ
さ
い
（
 

代
理
人
で
も
結
構
で
す
）
詳
細

に
つ
い
て
は
福
祉
事
務
所
（
T
 

二

一
一
一
内
線
二
六
四
）
ま
で

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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」H
一
 

国
弘
・
科舎
 

4 

「
 

み
な
さ
h
待
望
め
駅
舎
改
築

工
事
が
決
定
し
、
ト
‘
月
一
n
 

か
ら
仮
駅
舎
の
建
築
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
一、

 

こ
れ
か
ら
の
工
事
予
定
は
、
 

仮
駅
本
屋

（仮
手
小
荷
物
扱
所

は
別
棟
」
が
津
軽
鉄
道
本
社
裏

側
寺
り
に
建
築
、
ト
二
月
ト
五
 

n
か
ら
移
転
営
業
す
る
，r
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
仮
手
小
荷
物
扱
所
は

貨
物
上
屋
の
南
力
寄
り
の
一
部
 
 

を
使
用
し
、
仮
扱
所
を
建
築
、
 

十
二
月
十
七
日
か
ら
移
転
営
業

を
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
 

!
 

移
転
し
ま
す
と
現
在
の
駅
舎

を
解
体

・？
一
、本
駅
舎
建
築
L
事

に
着
手
す
る
わ
け
で
す
が
、
現

庄
の
建
物
よ
り
駅
前
広
場
ー
約
 

十
二
汁
位
前
に
出
る
二
と
に
ん小
 
 

り
ま
す
の
で
、
 
（現
在
約
五
O
 

。
平
方
冒
、
完
成
後
約
八
O
o
 

平
方
冒
）
駅
前
広
場
が
非
常
に

狭
皆
L
く
な
り
ま
十
、一

 

工
事
中
は
む
ろ

ん
で
す
が
、
 

完
成
し
て
t
不
硬
を
お
か
け
r
 

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
聴
口
 

し
ま
十
一
一
 

な
お
、
工
事
完
了
は
、
米
年

八
月
，
二十

一
H
と
な
っ
て
お
り

九
月
一
日
か
ら
新
駅
舎
で
営
業

を
開
始
す
る
r
定
で
す
。
工
事

が
長
期
闘
に
わ
た
り
ま
す
の
で

事
故
防
止
に
ト
分
注
意
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
切
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
駅
長

〕
 

ー
敷
島
分
院
の
ー
 
ゴ
 

ー
ー
患

者
作
品
展

ー
 

患
者
の
生
活
療
法
の
一
部
で

あ
る
作
業
療
法
に
よ
っ

で
で
き

た
作
品
を
、
次
の
日
程
に

よ
り

展
示
し
ま
す
。
 

梢
神
科
病
院
へ
の
ご
理
解
と

患
者
の
日
常
生
活
へ
の
励
ま
し

の
た
め
に
も
ご
来
場
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 
十
二
月
六
日
（
上
 

）
ー
同
七
ロ
（
日
）

ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
「
中
三
」
 
デ
バ
 

ー
ト
五
階
持
設
会
場
 

ー

健
康
保
険
等

の
 

無
料
相
談
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
で
は

毎
H
専
門
相
談
員
に
よ
る
健
康

保
険
、
厚
生
年
金

の
無
料
相
談

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
一
】
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
 
ト
二

H
二
十
六
日
 

｛
金
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
一

時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

相
談
員
 
弘
前
社
会
保
険
専
 

ロ
，
J
H
目
A
k
l
」
 

（
ー
士ー
 
ー
・
 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル

本
部
 

什
ま
 
擁
 

環
境
づ
く
り
に
 で

5
 

路
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度
は
新
宮
 

汁
（電
 

x
V
 

，
、
、
オ、
声、
「、
「
ン
ン、
～
 

敏
晦
り
誌
善
A寿
＆
 

‘
 
マ
ー

‘
 ×
k
)
 

伊
ら
難
 

と交今か‘り「 cか‘り「／ン XA 

, 

市
の
公
共
下
水
道
事
業

が
、
八
7年
度
か
ら
い
よ

い

よ
費
工
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 工
事
の
施
工
に

あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
に

で
き
る
限
り
不
便
を
に
む
か

け
し
な
い
よ
う
配
慮
し
て

お
り
ま
す
が
【
工
事
に
よ

る
騒
音
、
道
路
に
汚
水
管

を
埋
設
す
る
関
係
か
ら
．通

一
止
め
と
な
る
個
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
験
い
し
ま
 

す
。
 

5〇年 度 
市公共下水道事業 

工
事
の
名
称
 
漢
部
技
線
 

管
渠
築
造
工
事
「
一汚
水

」
 

工
事
の
場
所
 
五
所
川
原
 

市
大
字
長
橋
字
橋
元
地
内
 

（新
宮
団
地
住
宅
内

）
 

工
事
の
概
要
 
管
布
設
上

内
径
一
一
五〇
鳴
、
延
長
八
三
 

・

一
。

m
 

内
径
二
〇
O
鴨
、
延
長
五
．
 

！
一
．

m
｛
取
付
管
）
 

マ
ン
ホ
ー
ル
設
置
工
 

第
一
号
マ
ン
ホ
ー
ル
 

ニ
ケ
所
 

第
一
号
取
付

マ
ン
ホ
ー
ル
 

八
ケ
所
 

工
事
の
期
問

一
矛定
、
 

唱
和
五
ト
年
十
月
三
十

n
ー
 

昭
和
五
十
年
十
二
月
ニ
ト

n
 

事
業
費
 

一
、
五
O
〇
万
 

運転資金 

個人、法人 1 、coo万円以内 

級 	合 3、 000万円以内 

ただし組合力壕且合員に転貸する

場合は一・組合員 1、000万円

以内とし、その組合に対する保

証限度は 7、〇〇O万円以内と

する。 

6カH以内 

手形貸付、証書貸付および手形

割引の保証 

一括払または分割払 

利息…取扱金融機関の所定利庫

保証料‘・・年率 1 ・16% 

保証人は原則としてI名以上と

し、必要に応じで担保を徴する 

121 

(3〕保 証 

(4) 保 証 

罵 

P 

新宮住も団地 

1‘に 

「事区1? 

,m刀
H
H
「
 

間
 
式

期
 
形
 

墨中業年末年始資金特別保証制度 

マ保証対象 

県内に事業所を有する中小企業者 

’マ実施期間 

1 0 1 I I 日から 51年I 月3 11」まで 

▽保証条件 

U〕資 金 の 使 途 運転資金 

12l 保 証 金 額 個人、法人 l、 

途 

額 保
 

(5〕返 済 方 法 

（引 利息および保証料 

保証人、担保 

てフ受付場所 

取扱金融機関、県信用保証協会本、支所 

m
 r 

昌
市
の
公
共
下
水
道
の
必
要
性
三
一
 

五
所
川
原
市
は
、
農
業
を
中

心
に
発
展
し
で
参
り
ま
し
た
の

で
市
街
地
を
数
多
く
の
農
業
用

水
路
が
縦
貫
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
水
路
が
、
農
業
用
水

路
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
街
地

の
排
水
路
の
役
割
り
も
果
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
部
市

サ
イ
ド
、
農
業
サ
イ
ド
の
双
方

よ
り
苦
情
が
出
で
い
ろ
い
ろ
の

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
の
が

実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。
農
林
省

で
、
農
業
用
水
路
の
統
合
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
五

年
頃
、
工
事
が
完
成
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
 

こ
の
完
成
と
同
時
に
、

上
流

よ
り
水
が
流
れ
で
こ
な
く
な
り
 

ま
す
の
で
そ
の
時
点
で
大
変
な
 
 

混
乱
が
予
想
き
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
実
情
に
よ
り
、
 

都
市
環
境
の
改
善
、
公
衆
衛
正

の
向
上
と
併
せ
て
、
公
共
水
域

の
木
質
保
全
の
た
め
ド
水
道
事

業
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
次
第
で
ご
ぎ

い
ま
す
。
 

コ
 
公
共
下
水
道
ー
 

」
 
計
画
の
概
要

ー
 

。
計
画
区
域
 

西
部
処
理
系
統
 

西
部
排
水
区
 
二
四
八
』
 

中
部
処
理
系
統
 

中
部
排
水
区
  

一
六
二
ぬ

東
部
処
理
系
統
 

東
部
排
水
区
  

一
一
一六
』
 

南
部
処
理
系
続
 

南
部
排
水
区
 
一
一
二

』
 

第
一
点
は
、
計
画
区
域
面
積

を
六
四
九

‘
〇
』
と
し
て
こ
の

う
ち
税
在
の
市
街
地
区
二
四
八

い
を
第

一
工
区
、
残
り
を
第
．
一

上
区
と
分
け
て
お
り
ま
す
。
 

第
二
点
は
、
行
政
区
域
人
口

を
六

O
、
O
O
O人
と
し
、
？」
 

の
う
ち
市
街
化
が
予
想
さ
れ
る

区
域
の
人
口
を
四
三
、
〇
〇
。
 

人
と
推
計

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

（
工業
用
一
、
三
六
9
m／
日
〕
 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

番
 

市
政
に

つ
い
て
の
 
犯

行
事
や
予
定
は
 
球
 

で
ん
わ
 
‘る
一
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市では昭和51年 4月 1.日から入所する保育に欠ける児童を次のと

おり受付します。 

▽受 付 12月 5日から50年12月25日まで 

ワ対象児童 就学前までの乳幼児で索庭保育ができない（1）一司6等の

事情にある家庭に 

▽受付場所 O市福祉事務所（人所巾請書用紙は市福祉事務所に備

えてあります。） 

V入所申請できるご家庭 （保育所へ入所できる基準） 
'I"I, 母親が家庭外で仕事をしているため保育ができない。 

(2】母親が家庭内で家事以外の仕事をしているため保育ができない 

（ただし、父がその仕事に従事し、使用人がいる家庭を除く。〉 

(3) 母親が死亡・行方不明・拘禁等で保育ができない。 

(4i 母親が畠産等・病気・心身障害で保育ができない。 

i5i 病人・障害者があり、母親が看護にあたるため保育ができないっ 

(6) 家庭の災害（火災’風水害・地震等）のため復旧の間保育がで

きないu 

O母親がお勤めの場合は、必ず勤務証明書を添付しでドさい。 （様

式は申請書についています。） 

O母親が山産・病気等の場合は、それを証明するものを添付して下

さいc 

▽保育所（園｝名 所在地 保育所名 人員 

柳町五所川原保青園120 飯詰若葉保育園60 鶴ケ岡二好保育所 

60 湊さかえ保育所60 藻川藻川保育圃60 松島町まつしま団地

保育園120 川山中川保育所60 羽野木沢七和保育園60 鎌谷町

かまや保青園引〕米田津軽野保育園90 梅田梅田保育園90 さつ

き町さつき保育園90 平和町さくら保育園60 新宮団地新宮団地

保育所60 

▽入所決定 京庭構成の状況、とくに保護者である母親の労働形慈

家庭環境及びその他の状況を十分勘案し、入所基準に談当する児

童が定員をこえる場合においては、その保育を要する程度の高い 

t，のから定員の範囲内において、順次入所の可否を決定します。 

▽入所受付期間 12"25日以降の受付については、 5月からの入所

児童の欠員補充分として取扱いますので受付期間をお守りになっ

で提出して下さいa 

▽詳細についでは、市福祉事務所へお間合せ下さい。 

市福祉事務所 電話(5)- 2 11 1（代表〕内線福祉係263番 

「51年度、保育所（園）の 
Lー入所児童を受付け 

路
上
駐
車
は
レ
な
い
で
 

除
雪
作
業
は
、
交
通
の
少
な

い
夜
間
作
業
が
主
に
な
り
、
降

雪
、
地
欧
雪
中
の
作
業
の
た
め

視
界
が
悪
く
非
常
に
危
険
で
す
 

駐
車
し
て
い
る
部
分
が
除
雪

で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
が
交
通

障
害
の
原
因
に
も
な
っ
で
い
ま

十
じ
．
 

除
雪
中
、
三
十
層
以
内
危
険
 

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十
冒
以
内
に
入
る
と

死
角
に
な
り
ま
す
。
雪
の
な
か

に
入
っ
で
い
る
砕
石
、
本
村
、
 
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
冒
以

内
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

除
雪
は
「
右
側
走
行
」
も
 

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
除
行

し
て
く
だ
さ
い
一
除
雪
機
械
は
，
 

作
業
中
必
ず
「
黄
色
回
転
灯
」
 

を
点
灯
L
て
お
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
か
」
 

た
り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
ら
直
ち

に

（関
係
機
関
へ
）
 
運
絡
願

い
ま
す
ソ
と
く
に
、
物
が
こ
わ
 
 

れ
た
場
合
、
早
急
に
報
告
さ
れ

な
い
と
原
因
究
明
が
困
難
に
な

り
保
障
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
 

路
上
故
障
は
目
印
を
 

雪
の
な
か
に
車
を
乗
り
捨
て

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

目
印
は
、
で
き
る
だ
け
高
く

立
て
で
く
だ
さ
い
。
 

路
上
に
雪
を
捨
て
な
い
 

除
雪
は
、
全
部
機
械
力
で
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
路
側
に
雪

が
た
ま
り
ま
す
。
 こ
の
雪
は
、
 

一
定
量
に
な
る
と
運
搬
、
俳
雪

し
ま
す
の
で
通
路
な
ど
に
人
っ

た
雪
は
路
側
に
積

ん
で
お
い
て
く
だ

さ
い
。
 

道
路
は
広
く
 

私
有
物
件
（
材

木
、
鋼
材
）
が
路

上
に
は
み
畠
し
で

お
き
ま
す
と
除
雪

車
が
衝
突
、
巻
き

込
み
の
た
め
重
大

な
事
故
発
生
の
原
 
 

因
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り

人
れ
る
た
め
歩
車
道
廿
写
真
廿

の
境
界
に
お
い
て
い
る
木
材
，
 

鋼
材
は
積
雪
状
態
に
な
る
と
使

用
さ
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
冬

期
間
は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

路
上
で
の
ス
キ
ー
、
ス
ケ
l
ト
、
 

「か
ま
く
ら
」
遊
び
は
や
ら
な

い
で
。
 

市
税
年
内
完
納
 

に
ご
協
力
を
 

市
で
は
、

ー

一
月
一
日
か
ら

十
二
月
ニ
十
八
日
ま
で
を
「
市

税
年
内
完
納
強
調
期
間
」
 
に定

め
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
お
手
も
と
の

納
税
通
知
書
を
い
ま
一
度
た
し

か
め
、
す
べ
て
の
税
金
を
十
一
一

月
二
十
八
月
ま
で
に
完
納
し
明

る
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

市
県
民
税
 
4
期
1
2月
2
8日

民
健
康
保
険
税
 
4
期
1
2月
 

2
8日
と
な
っ
で
お
り
ま
す
。
 竹谷勝四郎さん 

市
内
梅
田
出
身
で
、
さ
る
一
一

十
九
年
五
月
、
北
海
道
雨
竜
郡

幌
加
内
開
拓
地
に
入
植
し
た
竹

谷
勝
四
郎
き
ん

（
写
真）
は
、
 

こ
の
ほ
ど
入
植
二
十
周
年
を
記

念
し
て
市
に
白
樺
の
苗
木
一
一一
十

本
を
寄
贈
し
ま
し
ま
し
た
ロ
 

市
で
は
、
さ
っ
そ
く
毘
沙
門

に
あ
る
新
広
域
農
業
セ
ン
タ

ー
 

の
構
内
に
植
え
ま
し
た
。
 

竹
谷
さ
ん
は
、
 「当
時
二
十

四
歳
で
入
植
、
そ
の
後
結
婚
し

で
現
在
二
人
の
子
供
が
あ
り
、
 

水
田
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
中
心
に

ト
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
所
有

し
て
い
る
。
」
と
い
う
便
り
と

と
も
に
送
っ
で
き
ま
し
た
。
 

織 

白
樺
の
苗
木
を
寄
贈
 

梅
田
出
身

の
竹
谷
さ
ん
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公共用地取得事業 

f算姫 	
収人率 35 .6% 

I'億4，舗1万2 千円 
	

ktR.4! 35.3% 
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市ぐは、 
今回は、 

金が、どの 

2 回にわたって市の 財政状況 を市民の 
49年度各会計決算などのあらましについて 
に使われているかを知っていただき、市政 

1 S 条 3第 1項Go規定および ill. 

、況」の公表に関する条例第 2条 

・9H30目現在における財政状況 
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の
退
職

金
制
度
が
 

有
利
に
な

り

ま
す
 

新 年 
名刺交換会 

）とき 昭和51年1 月I日午前 

11時から 

レところ 市民文化会館 

レ会賢 600円（お申し込み 

と同時に納入してください｝ 

ン申込み締切り 12月20日（土 

）まで。市情報課、五所川原商

工会議所ヘソ 

の
企
業
で
も
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
の
利
用
を
ご
検
計

く
だ
さ
い
。
 

な
お
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
都
道
府
県

労
政
課
（
労
働
福
祉
課
）
，
労

政
（
商
工
労
働
）
事
務
所
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
中
小
企
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次
の
ご
質
間
に
お
答
え
L
ま

す
。
 

（問
）
農
業
者
年
金
の
保
険
料

前
納
割
引
制
に
つ
い
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
 

（答
）
農
業
者
年
金
の
保
険
料

に
つ
い
て
も
前
納
割
引
制
が
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
五

十
“
年
分
の
保
険
料
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
の
前
納
が
で
き
る
期

間
は
、

一
年
間
に
限
ら
れ
、
毎

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
 

そ
の
翌
年
の
一
月
か
ら
十
二
月

分
ま
で
の
保
険
料
を

一
括
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

麟
 
場
講麟
 

料
額
は
、

一
万
九
千
八
百
円

（
 

一
、
六
五
O
円
×
十
二
か
月
）
 

か
ら
割
引
額
五
百
六
十
円
を
差

し
引
い
た

一
万
九
千
二
百
四
ト

円
と
な
り
ま
ナ
。
 

昭
和
五
十
一
年

一
月
分
か
ら

同
十
二
月
分
ま
で

の
前
納
は
，
 

昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
に
農
協
に
納
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

（昭
和
五
十
一
年

一
月
一
日

以
降
に
な
っ
て
、
こ
の
分
の
保

険
料
を
納
め
て
も
前
納
保
険
料

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
 

こ
の
場
合
は
、
納
付
さ
れ
た
保

険
料
全
額
を

一
旦
お
返
L
し
、
 

改
め
て
通
常
保
険
料
と
し
で
三

か
月
ご
と
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）
 

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
さ
れ

た
方
が
、
そ
の
年
の
途
中
で
、
 

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の
資

格
を
表
失
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
喪
失
し
た
月
分
以
降
の
保
険

料
は
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

保
険
料
の
前
納
割
引
制
は
、
 

農
協
に
お
け
る
保
険
料
収
納
事

務
の
合
理
化
と
保
険
料
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
が
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

※
く
わ
し
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こ
と
は
、
農
協
 

Aへ
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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補
助
金
も
現
行
の

倍
に
増
額
さ
れ
ま

す
。
 

こ
れ
ら
の
改
正

に
よ
り
、
中
小
企

業
に
お
い
て
も
大

企
業
な
み
の
退
職
 

金
が
支
給
出
 

米
る
制
度
に
 

な
り
ま
す
じ
 

（
改
正後
の
給
付
額
は
退
職
金

額
早
見
表
参
照
）
 

こ
の
国
の
作
っ
た
退
職
金
制

度
は
、
毎
月
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
 

将
来
多
額
の
退
職
金
を
支
給
で

き
る
手
軽
な
制
度
で
す
L
、
肝

金
は
全
額
損
金
の
扱
い
を
受
h
 

ま
す
の
で
節
税
に
も
な
り
ま
す
“
 

制
度
改
正
を
機
に
、
あ
な
た
 
 

業
団
体
中
央
会
等
の
事
業
主
団

体
お
よ
び
市
町
村
商
L
課
、
お

近
く
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
直

接
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
 

郵便局からのお願い 

。
年
賀
状
は
、
十
二
月

ト
五
日
（
月
〕
か
ら
引

受
け
が
始
ま
り
ま
す
。
 

元
旦
に
配
達
す
る
た

め
に
は
、
遅
く
と
も
一
一

十
日
（
土
）
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
。
 

。
小
包
は
、
で
き
る
だ

け
5
1く
（
十
二
月
十
五

日
）
ご
ろ
ま
で
お
出
し
 

風
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揮 上 資 料 目 録 I 

業
団

（
東京
都
港
区
芝
公
園

一

丁
目
七
番
六
号
電
話
。
」
T

四

三
六
ー
〕

一
五
一
）
広
報
課
に

お
問
い
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

願
い
ま
す
。
 

。
郵
便
番
号
は
、
お
忘
れ
な
く
 

ま
た
、
あ
て
名
は
番
地
、
肩

書
き
ま
で
書
い
て
く
だ
さ
い
り
 

と
く
に
、
同
居
人
や
子
供
あ

て
の
場
合
は
肩
書
き
を
ぜ
ひ
。
 

《迷
い
子
郵
便
）
は
、
年
賀

状
に
多
い
の
で
ご
注
意
を
願
い

ま
す
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
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中
小
企
業
の
た
め
に
国
が
作

っ
た
退
職
金
制
度
が
十
二
月
一

日
か
ら
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
有

利
に
な
り
ま
す
。
 

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
毎

月
の
掛
金
は
最
高

一
万
円
、
最

低
八
O
O
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
 

ま
た
、
退
職
金
に
つ
く
国
庫
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高楯城史跡研究 （ I : 

中里町大沢内溜池遺跡 
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ヒ井 3 号遺跡発掘電査

近野適跡発孤調慮報告書

富山水泉寺遺跡発棚調査報告書
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南 太 平 洋 陸 軍 作 戦 

大 本 営 陸 軍 部 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 


